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１．はじめに 

 一般に，斜面の安定検討で表層崩壊を検討する際は，表層の厚さや地盤強度を推定する必要がある．その際，

調査に時間・労力・費用がかかることが原因で，充分な調査が実施されずに諸条件を設定することがある．そ

の結果，適切な対策工が実施されないことがある．一方，土層強度検査棒 1）（以下土検棒）は，簡易に地盤の

層厚や強度を推定できる手法として確立されており，これを使用して安定検討に資するデータを取得するこ

とで効率的な施工に貢献できると考えた．本検討では，土検棒を用いて表層土と岩盤の境界深度および地盤強

度を簡易に推定し，そこから得られた知見について報告する． 

 

２．土検棒を用いた岩盤境界深度と地盤強度の簡易的推定方法  

土検棒（図－1）による試験手順は以下のとおりである．①土検

棒の先端に貫入コーンを取り付け，地盤強度を求めたい層まで土

検棒を貫入させる．②土検棒にトルクレンチを取り付けて回転さ

せ，トルク値を読みとる．③先端を羽根つき貫入コーンに取り替

えて，①の孔と別の箇所に土検棒を貫入させる．④荷重計を土検

棒の上端に接続させ，任意の荷重をかけた状態でトルクレンチを

用いて，土検棒を回転させる．その際のトルク値を読みとる．⑤

荷重を変化させ，④の作業を 5 回ほど実施する． 

以上の手法で計測した鉛直荷重とトルク値を換算して，粘着力

C と内部摩擦角 φを求めることができる 2）3）． 

３．調査地点の選定 

図－2 に調査位置の平面図，図－3 に調査地の写真を示す．調査地は，樹木伐採が検討されている斜面であ

り，伐採する場合は斜面が不安定化すると懸念されている．調査地にはいくつかのには谷地形および尾根地形

が分布し，調査位置は層厚の違い等を勘定して 7 地点を選定した． 
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図－2 調査位置などを示した平面図 
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図－3 本調査地の斜面写真 
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図－1 土検棒の概要図 
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図－3 本調査地の斜面写真 
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４．土検棒の試験結果 

 土検棒を用いた試験結果を表－1 にまとめた． 
境界深度は尾根付近の 2 地点よりも谷地形である 5 地点の境界深度が深いことより，地形に応じて表層土

の層厚が変化していることがわかった． 
地盤強度である粘着力についてはばらつきが大きく，最小値は 13.5kN/m2で，最大値は 62.1 kN/m2であっ

た．内部摩擦角については，2 点（C 地点の 1 点と F 地点）を除くと，粘着力と比べてばらつきは小さく，最

小値は 10.3 度で，最大値は 17.1 度であった． 
表－1 土検棒による調査結果および既往調査ボーリング結果 

地点 地形 
土検棒の試験結果 

境界深度（m） 試験深度（m） 粘着力（kN/m2） 内部摩擦角（°） 

A 
谷 

2.9 
2 43.5 13.4 

2.5 49.1 12.9 
B 2.25 1.5 47.3 12.9 

C 尾根付近 0.8 
0.5 39.4 11.8 
0.8 19.2 3.5 

D 谷 1.7 1.7 62.1 14.8 
E 

谷 
1.2 1.2 13.5 17.1 

F 1.25 1.25 37.5 3.6 
G 尾根付近 1.07 1.07 29.6 10.3 

５．知見および考察 

境界深度の推定については，地形に応じて表層土の層厚が変化するといった想定と整合していたことが明ら

かとなった．ただし，境界深度を計測する際は、土検棒貫入時に抵抗を感じたか留意する必要がある．その要

因の 1 つとしては土検棒が礫や樹木根の干渉をうけると考えられ、正確な計測が実施できたか懸念されるた

め，このような箇所では複数回実施することが望ましいと考えられる． 

粘着力と内部摩擦角のばらつきの要因は，樹木根の絡みと切断によるものと考えられる．その理由は次の 2
点である．①貫入コーンから羽根つき貫入コーンに変更して土検棒を貫入または引き抜く際に異様に抵抗力

を感じた．②一般に，鉛直荷重値の上昇に伴い，トルク値が一定または上昇するが，本調査地点では鉛直荷重

値を上昇させた際，トルク値が上下していた．つまり，樹木根の絡みと切断に連動して，トルク値が変化した

と考えられる．今後は，調査地点の樹木根を考慮した測定方法や評価方法を検討する必要がある． 
６．まとめ 

 本検討では，土検棒を用いて表層土と岩盤の境界深度や地盤強度を簡易に推定した．境界深度については，

谷地形と尾根地形で深度の違いを明確に把握でき，想定通りの結果を得ることができた．粘着力と内部摩擦角

については樹木根が影響する可能性があり，今後はそれを考慮して試験を実施する必要があることがわかっ

た． 
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